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「e伝之介くん」は赤外線カメラで要介護者の状態を見守る
川崎市が市内の中小企業を対象に進める福祉用具の開発支援事業が実を結び始めた。東京工業大学や産業技術総合研究所（産総研）と提携して開設した拠点「ウェルテック」の技術的支援を受けて、福祉用具を開発する市内の2社が相次いで介護用見守りセンサーの新製品を開発した。いずれもセンサーを使って要介護者を見守る機器で、転倒予防や介護者の負担軽減につながる。

ウェルテックは、川崎市が2021年8月、地元企業が手掛ける福祉用具の安全性や性能を検証し、技術的支援をする拠点として設けた。福祉用具の国内市場は1兆5000億円規模だが、統一規格などがないことから、市は08年に独自の評価基準を定めて認証制度を設け、福祉用具の開発など関連産業の支援に力を入れてきた。

コアフューテック（川崎市）は非接触型の見守りセンサー「e伝之介くん」の改良型を開発した。ベッドと要介護者の位置を把握できる壁などに小型センサーを設置し、要介護者を赤外線カメラを通して見守る。

撮影した画像を高度な画像処理ソフトで解析し、起床や立ち上がり、離床の段階を検知する。介護者に音で知らせ、転倒や一人歩きのリスクを未然に防止する。ウェルテックが検知ソフトの改良を技術的に支援した。本体価格は12万8000円。


Ai Sleepはマットレスなどの下に敷いて要介護者を見守る
トレンドマスター（同市）は健康・医療などに関する製品を開発するTAOS研究所（横浜市）と共同で、見守りセンサー「Ai Sleep（エーアイスリープ）」を開発した。マットレスや布団の下に空気圧センサーを装備した専用シートを敷くだけで、要介護者の離床などを検知できる。

シートは縦84センチ、横30センチ、厚さ1.5センチで、Wi-Fiなどネットワーク環境があれば、介護者のタブレットやスマートフォンに異常を通知する。他の医療機器に障害を引き起こすこともないという。ウェルテックは起き上がりを検知するソフトの改良などで支援した。本体価格は13万2000円。

エーアイスリープは脈拍と呼吸数を測定し、心拍、呼吸の異常を検出する機能も備え、睡眠時間や無呼吸など睡眠の質を把握できる。介護者は離れた場所にいても、リアルタイムで要介護者の離床、起き上がり、覚醒、睡眠の状態が把握できるため、的確なタイミングで訪問できる。効率的に巡回でき、介護リポートの作成時間の削減にもつながるという。

川崎市は年間15件程度の企業がウェルテックを利用すると見込んでいる。検証や技術的な助言をしてデータに基づいた開発を進めることで、国内外の市場に通用する製品化につなげる。製品化された後の販路開拓も支援していく方針だ。




